
	

	まえがき

	
		前回のまとめ以降に書いた日記の振り返りをまとめて電子書籍化しました。
	

		今年の旅の最大の目玉はなんと言っても学園祭のサークル参加! これに尽きると思います。
		フェリーの乗船レポを船内で書いてコピー本にするという試みは何とか成功し、
		無事コピー本を完成させることが出来ました。
		会場で買ってくれた方、もしくはデータでダウンロードしてくれた「」、あるいはとしあきの皆様には本当に感謝です。
	

		そして前々から乗りたかった新日本海フェリーでの北海道への旅といい、
		開始早々フェリー旅を満喫できた一年だったと思います。
	


	2025年学園祭 (一日目・九州観光) (2025 年 4 月 30 日)

	

	
		今年も「ふたば学園祭」に参加するために九州からフェリーで東京まで上京しました。
		しかも今回はなんとサークル参加です！
	

		大まかなルートとしては一昨年上京したときと同じように松山から高速船スーパージェットで広島へ、
		そこから新幹線で九州まで移動して門司港からフェリーで東京へ向かいます。
		違いとしては、昨年は一昨年は東京九州フェリーを利用したのに対して今回は「オーシャン東九フェリー」を利用します。
		このフェリーは途中徳島への寄港を経て 2 泊、約 34 時間をかけて移動します。
	

		そして今回最大の挑戦として、このフェリーの中で乗船レポの原稿を書いて、コピー本として学園祭当日に発行するという試みを行いました。
		方法としては漫画の原稿はスマホで描き、それを PC から TeX で PDF に出力し、これをまたスマホでダウンロードしてコンビニのマルチコピー機で製本するという
		ハイテクなんだか回りくどいんだか微妙な感じのやり方です。

		まあやり方はともかくとして、ともかく無事当日に新刊を出すことが出来たので終わりよければ全て良しということで!
	

	

	
		速い！速いぞしんかんせん！！
		飛行機でもそうなんですが、GPS を持ち込んで具体的な速度を計測するとあらためて速さを実感できます。
	

	

	
		九州に到着した後にフェリーの時間までちょっと余裕があるものの、今回はのんびり観光を楽しむほどの余裕はないので小倉近辺をうろついて遊ぶことにしました。
		まずは小倉駅から徒歩でもいけるリバーウォーク北九州にある 「ゼンリンミュージアム」 です。
	

	

	
		ゼンリンは皆さんご存知の住宅地図の会社ですが、以前は単なる企業資料館としてオフィス棟の一角で資料展示していただけなのですが
		いつのまにか地図に関する博物館として豪華にリニューアルされていました。
		展示物は撮影不可なので写真は特に無いのですが、唯一撮影可能なのが床面に展示された伊能図の複製画です。
		伊能忠敬の調査団が測量した日本全国の海岸線で、現代の地図と遜色ない精度であると同時に近代化の過程で開発された現在とは海岸線が大きく異なるところもあるのが興味深いです。
	

	
		
		
	

	
		1 枚目の画像は山城国、現在の京都盆地で、南部に今はない大きな湖? 池? があります。
		これは巨椋池おぐらいけという湖で、現在の京都競馬場の裏手あたりから近鉄の間くらいにありました。
		昭和初期に干拓されて現在はすっかり陸地になっています。
	

		2 枚目の画像は秋田県の八郎潟ですが、こちらは当時の湖の周囲が割と近い形で水路として残っているので
		現在の地図と比べても干拓の様子がわかりやすいです。
	

	

	
		ゼンリンミュージアムで地図を堪能した後は少し散歩して地元スーパー「西鉄ストア」に行きました。
		お菓子コーナーへ行くと置いてありました 「くろがね堅パン」 ！

		現在はネットなどで知名度が高まったため、九州のお土産として駅とかで売られているのですが、
		そもそも地元では普通に食べられているのでスーパーに普通に売っているというね。
		しかし他の商品と同じように並んでいるだけかと思ったら個別のコーナーまで設けられていて
		意外と力入れられてるな……と思いました。

		最上段のまとめ買いパックが面白すぎる……
	

		私も学園祭の会場内でお昼ご飯に食べようと、ちょっと小さめの堅パンスティックを 3 種類買って帰りました。
		そして小倉駅に戻るのですが、せっかくなので更にちょっと歩いてモノレールに乗って帰ることにします。
	

	

	
		途中 「TOTO ミュージアム」 に通りがかり、ここもすごく気になるところではあるのですが今日は我慢です。
		きっとまた来る機会があると思うのでスルーします。
	

	
		
		
	

	
		モノレールは小倉駅からまっすぐ南に伸びていて、終点の小倉駅がまさに駅ビルに突き刺さったような構造なのが有名です。
		実際、モノレールの駅が個別に作られているというよりは駅の改札前広場にそのまま改札とホームを増築したような作りで、
		ホームからそのまま駅前が見下ろせる作りになっています。
	

	

	
		そうこうしているうちに夕方になったので、フェリーに乗るために門司駅に移動します。
		今回のフェリーはレストランがないので今日の夕食は駅弁を食べることにします。九州名物 「かしわめし」 を忘れずに買っていきましょう。

		前回の東京九州フェリーは小倉駅から連絡バスが出ていたのですが、このフェリーの場合は JR 門司駅から乗合タクシーで移動します。
		フェリーの規模としてはそんな小さいものではないはずなのですが、乗客の殆どがトラック、あるいはマイカーやバイクなので
		バスの運行を依頼するほどには徒歩の乗客がいないのでしょう。
		実際、今回も私を含めてタクシーの利用客は 10人もいないくらいでした。
	

		港について船を見上げてみると、前に東京から乗った時ほど巨大感がないのがちょっと意外でした。
		船の全長は結構あるはずなのですが客室数が少ないために背が低く、窓も少ないので小さく見えるのでしょうか。
		ともかくとして、乗船手続きは予約時に発行された QR コードを手続き用端末にかざすだけの簡単手続きです。
		乗船開始したら乗り込んでロビーで鍵を受取り、画像の 2 人部屋をこれから二日間、明後日の朝まで独り占めです!!
	

		もっとも、今回は船内でコピー本の原稿を描かなければならないのでのんびり遊んでいる場合ではないんですがね!!
	

	


	2025年学園祭 (二日目・オーシャン東九フェリー) (2025 年 5 月 1 日)

	

	
		これから二日間の船内生活、そして新刊を完成させるためのカンヅメ生活の始まりです。
		まず執筆環境としては、スマホで漫画を描いてその画像を PC に送って TeX で PDF に、そしてその PDF をコンビニに持っていって製本という
		なかなかに回りくどいことをしているのですが、この船のテレビは HDMI が差さるので広い画面で快適に作業できることを知っている……

		と思ったら電源のコンセントがギチギチで差すところが空いてない!!
	

		そういえば前に乗った時はホテルで使おうと思っていた延長コードを持っていたから問題なかったんでした…今回はすっかり忘れていたので
		冷蔵庫とかの電源を抜いたり差したり工夫してなんとかしました。

		そして早速原稿を描き始めること数時間、気がついたらもう 23 時ですよ。
		ここでフェリーによっては大浴場の利用可能時間が結構シビアでお風呂を我慢するかシャワー室で妥協する
		(大浴場が利用可能時間外でもシャワーは常時利用可能な場合が多い) ところですが、
		オーシャン東九の場合は 24 時間いつでも大浴場が利用可能なのがありがたいところです。
	

	

	
		原稿準備完了!
		と言ってもタブレットを持ってきたわけではないので、ほとんどの作業はスマホで PC を使うのは最後に原稿を統合して PDF を作る時だけなんですが!

		旅行先げ原稿するならこういう小型 PC に液タブの組み合わせも良いかもしれんね…
		液タブのサイズ感がどんなもんかは知らんけど。
	

	
		そんなわけで観光と原稿の汗を流したら、今日はもう寝ることにします。
		本来は写真右側に見えているベッドを展開して上下 2 段ベッドになるのですが、今回は一人で専有しているので
		贅沢にもベッドを使わず、床に直接布団を敷いて寝ることにしました! いやこれが贅沢なのかという疑問はもっともなのですが……
	

		いざ試してみると、床下からの振動やエンジン音が意外と聞こえてあまり快適ではなかったですね……
		もっとも、後でベッドに寝てみても大して変わりなかったのですが。

		そんなわけで全然眠れない…これじゃ明日の体調が心配だ……と若干不安になったのですが、結局いつの間にか熟睡していたきつねなのでした。
	

	

	
		というわけで予想外に爽やかな目覚めを迎えた朝です。まずは朝食に自販機メシを買いに行きます。

		買ってきたのはいわしのしょうが煮、揚げ茄子の味噌汁、そして炊き込みご飯です。
		はっきり言ってしまえば市販の缶詰にインスタント味噌汁、レンジで温めるパックご飯なので特別美味しいものではないのですが、
		船の中で食べる自販機メシという非日常感がスパイスになって美味しさを増しているように思えました。
	

	
		
		
	

	
		オーシャン東九名物の自販機メシと立ち並ぶ電子レンジ達。
		よりどりみどりと言いたいところですが、トラックの人がメインターゲットなせいか酒のつまみ的な塩と脂がガッツリなものが多いので
		船酔いする人だと結構メニューが限定される気がしますね……。
	

	

	
		2日目の午前中に寄港地である徳島に着眼します。ここで乗船、下船するひとのために 2 時間ほど寄港するので、
		この間に原稿を進めたり船内を探検したり虹裏のスレを眺めたりしました。最後のを控えればもうちょっと原稿進んだんじゃないかな!?
	

		この日は一日中曇っていたため特にデッキに出て風に当たろうという気にもならなかったのですが
		もし晴れていれば乗り込んでいく車を上から眺めながら潮風と日差しを楽しんでいたんだろうなと思います。
		天気に文句行っても仕方ないとはいえ、そこだけはちょっと残念な旅でした。
	

	

	
		原稿の合間にちょっと船内を探検してみました。
		徳島でバイクのツーリング客が沢山乗り込んできたので、相部屋の「ツーリスト」が埋まってるかと思ったんですがそうでもなかったですね。
		今回は乗船中に原稿をやるという都合上、またサークル参加のためにスーツケースを持ち込むので個室を取る必要があり、
		公式サイトの予約争奪戦を頑張って勝ち抜いたのですが相部屋でも問題なければ GW ど真ん中でも予約は可能そうです。
	

	

	
		学園祭前のお祭り気分ということもあってか急に思い立って船内グッズの T シャツなど買ってしまいました。
		会場でも来ていたのですが特に言及はされなくていっぱいかなしい。
	

		そして旅も進み、原稿もなんとか完成して明日に備えます。
		東京着は午前 5 時、オレンジフェリーのようにもうちょっと遅くまで船内休憩……というサービスもありません。
		お風呂で汗を流し、コインランドリーで着替えとバスタオルを洗濯、乾燥したら明日に備えて早めに寝ます。
	

	

	
		翌朝、まだ夜も明けきらない時間に東京港到着のアナウンスで起こされます。
		空模様はイマイチな感じで通過する東京ゲートブリッジです。
	

	

	
		前に通過した時は東京から出発だったのを思い出します。
		前回は 10 月だったので、19 時過ぎの出港でも既に日が落ちていてライトアップされていたんですよね。
	

		……そして、東京についたら朝から雨なのでした……。
	


	2025年学園祭 (三日目・鉄道博物館) (2024 年 5 月 2 日)

	

	
		というわけで東京に着きました。着いたのですがなんと朝から雨で肌寒く、しかもこんな時に限って予定より早く入港したので
		ターミナルビル前のバス停で寒さに震えながら延々待つ羽目になりました。
	

		連絡バスは東京駅の丸の内口に到着します。バス降り場の目の前にはシャングリラホテル？なる高層ビルの超高級ホテルがあったんですが、
		こういうホテルはあれですかね、一流企業の社長とか総理大臣とかの偉い人が泊まるんでしょうね。
		羽田空港の 1 万 5 千円 (当時) ですら広すぎて居心地悪かった私にはまったく縁のない世界ですよ……。
	

		ひとまず東京駅には着いたものの、この時点で朝 6 時だったのでお店はどこも空いていません。
		かろうじて八重洲口のマクドナルドが開いていたので行ってみたらこんな時間からもう大行列です。
		平日の早朝だというのに、東京の人はこんなに早く出勤するものなのでしょうか。
		そして座る席も無いような超満員の状況だというのにのんびり iPad でお絵描きしていたお姉さん、それはちょっとどうかと思うぜ……。
	

		まったく休憩できる雰囲気ではなかったので場所を移動します。山手線に乗って秋葉原駅、総武線ホームのミルクスタンドへ。
		ここもネットで広く周知されて沿線の通勤客意外にも有名になったところですが、お手軽にアキバ観光気分を味わうにはいいですよね。
		しかし時間が立つにつれ、雨は止むどころか激しくなる一方。
		元々の予定だと矢切の渡しに乗ってみたいと思っていたのですが、雨の中無理して乗っても楽しめないと思ったので早々に中止しました。
	

		そして急遽予定を変更して京浜東北線で埼玉へ、埼玉といえばロヂャース…ではなく、大宮からさらにニューシャトルに乗ります。
		ニューシャトルはゴムタイヤ式の新交通で、ニュートラムとかポートライナーの同類ですね。
		これに乗って一駅進めば「鉄道博物館」に到着です。
	

	

	
		正直鉄道とかあんまり詳しくないので、来たはいいけど特に何か目的があるでもなく眺めていました。
		写真中央にある蒸気機関車はこの日の特別展示だったようで、転車台が回転して全方向から車両を見ながらお姉さんが解説してくれていました。
		また、ボイラーは動作しないのですが汽笛部分は本物を復元したそうで、なかなかの迫力と音量のサウンドを館内に響かせていました。
	

		この手の展示で欠かせないものといえば新幹線です。
		写真に乗せているのは 0 系新幹線の先頭部分の切り身、そして東海道新幹線開業当時の発射時刻表です。
		この頃はひかりを「超特急」、こだまを「特急」と呼称していたようです。
		また、発車時刻は 30 分感覚で、ひかりとこだまがそれぞれ交互に発車していたという、数分おきにひっきりなしに発着している現在から見ると信じられないようなダイヤですね。
	

		ところで新幹線といえば愛媛県の「四国鉄道文化館」にも 0 系新幹線の車両が展示されていますが、こちらはなんと
		車両内に入れるだけでなく、運転台にも登ることが出来るのでぜひ見学をおすすめしますよ！ (宣伝)
	

		写真下段にあるのは別のフロアに設置されているお子様向けの体験施設である E5 新幹線のシミュレータです。
		シミュレータはまあよくあるものですが、新幹線の流線型ボディを輪切りにした筐体が超かっこいい！って思いました。
		画像の構図を後ろから覗いたときはなんとなくエヴァのエントリープラグでシンクロ開始するシーンを思い出しましたね。
	

	

	
		こういう大掛かりな車両展示もいいのですが、鉄道の設備の仕組みについて模型を使って説明するコーナーもあります。
		写真に載っているのは線路の分岐器と信号を連動させる仕組み、そして車両の自動連結器、いわゆるゲンコツ型の連結器の仕組みに関する説明です。
	

	

	
		さらに別のフロアに移動して、これまたこの手の施設としてはお約束の鉄道模型のジオラマコーナーです。
		JR 自身が手掛ける鉄道博物館だけあって、ジオラマの気合の入り方も半端じゃなく、観客席まで備えた豪華仕様でした。
	

	

	
		鉄オタの会話の中でたまに現れる「マルス」。これが予約システムの名前であることは知っていましたが、
		その現物が展示されていました。
		大昔の「ホストコンピューター」のような壁一面に並べられた機会を想像していたのですが、意外と小さかったですね。
		それでもおそらく当時としては破格の処理能力だったのだろうとは思いますが。
	

	

	
		ひとしきり回ったところでお昼になったのでレストランへ。
		この日は何やら台湾鉄道とのタイアップをやっていたらしく、レストランでは台湾のラーメン (名古屋メシのアレではなく)
		をやっていたので頂いてきました。
	

		ちなみに別フロアの日本食堂のレストランでは台湾の駅弁を再現したメニューが食べられたようです。
		どちらにしようか迷ったのですが、日本食堂は混んでいたのでこっちにしました。
		あと雨が振って寒かったので熱いのが食べたい。
	

		スープはそれほど主張が強いものではなく、ホロホロに煮込まれた牛肉がとても美味しかったです。
		なんとなく甘い匂いがしたんですが、これが台湾料理でよく話題になる八角の匂いなんでしょうかね？
	

	

	
		実は鉄道博物館のすぐ近くにロヂャースがあったので寄ろうかと思ったものの、
		雨の勢いが更に増して大変なことになっていたので諦めて帰ることにしました。
		ニューシャトルにも広告のろぢゃ美さんがいますが、店内よりも控えめでした。
	

	

	
		この日はこのまま蒲田まで移動してホテルにチェックイン、明日の学園祭に向けてコピー本の製本作業です。
		今時のコンビニコピー機はスマホから PDF を無線 LAN で転送すれば面付けした形で両面コピーしてくれるので、
		あとは折ってホッチキスで止めるだけの楽ちん仕様になっています。
		こりゃ楽だ……と思っていたのですが、なんと 1 回で合計 100 ページまでしか出力できないという制限が！
	

		今回の本は 20 ページなので、1 回で 5 部ずつしか出力できない…新刊 2 冊でそれぞれ 20 部刷る予定だったんですが
		これ何回出力すりゃいいんだ…？ と軽く心が折れかけました。
		しかも途中で紙切れになって、微妙に言葉が通じない外国人の店員さんに紙の補充をお願いしたら
		やっぱり通じなくて店長っぽい人まで出てくるというね……。
	

		なんやかやあって大量に出力した紙の束を抱えて蒲田の街をさまよう羽目になったのですが、ここで諦めなかったおかげで
		翌日の学園祭で予定通り新刊を出すことができました。
	


	2025年学園祭 (四日目・学園祭当日) (2025 年 5 月 3 日)

	

	
		そしていよいよ学園祭当日です。昨日の雨が嘘のように今日は朝からいい天気で熱いくらいです。
		いよいよ、とは言ったものの、正直持ってきたコピー本はサークル入場の建前くらいにしか考えてなかったので
		(と思ったのですが、いざ製本してみるとなかなか悪くないな…と思いましたが)
		まあ半分くらい売れれば上等じゃないですかねという感じで別に気合い入れてたわけじゃないんですよね…
	

		特に大掛かりな看板とか棚があるわけでもなし、設営は一瞬で終わりました。
		が、看板に飾った折り紙製の FOX を作るのに予想以上に手間取ってしまったぜ！
		2 枚の紙で頭と胴体を作ったのですが、胴体のほうが折り方のサイトを見ながら四苦八苦してギリギリ完成しました。
	

	

	
		今回はサークル入場なので会場即行列になるサークルにもいち早く駆けつけることが出来るぜ……！
		と思いつつも開始直後は自分のスペースに居るのが筋だよなぁと思い直したのが運のつき、
		会場と同時に未曾有の大行列になっていて、えぇ買えませんでしたとも！
		後悔はしていない。多分。そういう事にしといてやる。
	

	

	
		事前に予想していたところではまず午前中は皆目当てのサークル、神絵師のサークルに全力で並んで
		うちみたいな見たこともない初参加サークルは午後にスクワット大会までの時間潰しに回るくらいだろう、と踏んていたのですが、
		意外と早い時点で見に来てくれる方もいたので驚いています。
	

		中には絵日記スレを見てくれている方や ﾒ を見て来てくれた方もいて、まったく嬉しい限りです。
		中でも絵日記を描いている他の「」も見に来てくれたのは嬉しかったですね。
		毎年参加されているのは知っていたのですが、どちらも一般参加だと声の掛けようがないので……
	

	

	
		そんな感じで思ったより早い時間から寄ってくれる方が多かったので今回のコピー本は昼前あたりでめでたく完売することができました！
		これなら次回はもっと部数増やせるんじゃね？と欲が出るところですが、効くところによると午後になってトークイベントが終わると
		極端に売れ行きが落ちるということなので、余計なことを考えないほうが良さそうです。
	

	

	
		一方で、当初の思惑に反して大半の時間が自分のスペースにいたので
		自分の戦利品が思いの外少なめなのと、お習字の写真を撮り忘れていたのが残念でした。
		自分のお習字すら撮り忘れていたのはまったくもってうかつ！
	

	

	
		閉会後は特に知り合いが居るわけでもないので即撤収です。
		ぼっちオフとかなら初対面でも参加できるのかもしれませんが…何を喋ればいいのかわからん……。
	

	

	

	
		そんなわけで会場を出て東京の街をうろついていると、何やらラテンな感じのイベントに遭遇しました。
		ステージではごきげんな音楽で踊っています。私は周りに出ている屋台で今日の夕食にすることにしました。
		トムヤムフォーとチキンのドラムステーキという、ラテン要素皆無な屋台メシ、美味しかったです。
	

	

	
		ラテンなフェスの近くで見かけた王子駅のマスコット FOX!
	

	
		
		
	

	
		王子駅前から目の前の飛鳥山に登れるモノレール…というかリフト「アスカルゴ」
		乗ってみたくはあったのですが、残念ながら営業時間外でした。16 時までは短い ! 短いよ !!
		まあ歩いて登ってもそんな大変な距離ではないのですが……。
	


	2025年学園祭 (五日目・東京湾フェリー) (2025 年 5 月 4 日)

	

	
		楽しかった学園祭から一夜明け、今日は東京観光を楽しむことにしました。
	

		今日は千葉まで行って「東京湾フェリー」に乗ります。
		昨年上京した際に乗ろうと思っていたのですが、諸々の事情で諦めざるを得なかったやつです。
		千葉側のフェリー乗り場がある浜金谷駅までは京葉線 → 内房線でのんびり行ってもいいのですが、
		今日も朝からいい天気なのでせっかくだからお菓子とジュースを片手にバスに乗って優雅に向かうことにします。
	

		……と、思ったのですが、出発早々「渋滞のためルートをアクアライン経由に変更します」という不安になるアナウンスが……。
		そして首都高で早くも渋滞にドハマリしてしまいました。
		渋滞回避のためにルート変更したはずが、変更したアクアラインまで 2 時間近くもかかってしまいましたよ。
		途中、川崎の工場地帯を走ったのですが、道路の脇を走っていた貨物専用線、いいよね……。
		日常生活では縁のない、そっけないホームだけある貨物専用駅とかもとてもいい。
	

	

	

	
		そしてようやく到着したのは上総湊かずさみなと駅前です。
		駅前といいつつ肝心の駅は意外と遠く、スマホの地図を確認しないと確実に迷うところでした。
		そして着いてみればちょうど浜金谷方面行の電車が出たばかりで、次の電車まで1時間待ちと言うね。
	

	

	
		駅はよくある千葉県の無人駅という感じで、いい天気でちょうどいい具合に風もあって快適ではありました。
		跨線橋に登って遠くを見ると何やら謎の観音さんが？
		後で調べてみると、「東京湾観音」なる観音像らしいです。
	

	

	
		しばらく待ってようやく来た電車に乗って 2 駅、浜金谷駅に到着です。
		途中、海岸沿いを国道 127 号と並走するのですが、GW なだけにみんな海に遊びに行くのかすごい大渋滞、
		途中にあったドライブインも超満員でした。やはり連休は公共交通機関を利用すべきですね。
	

	

	
		駅から北側を見ると鋸山が見えるのですが、かつては良質の採石場として石が切り出されていたようで
		現在は山肌が恐ろしく切り立った崖、というか壁になっていました。
		ロープウェイで上まで登れるようなので、興味ある「」は是非。
	

	

	
		今回はフェリーが目的なので、駅から少し歩いて金谷港に行きます。
		東京湾フェリーは休日ダイヤだと大体1時間おきに出港するのであんまりスケジュールにシビアにならなくてもいいのがありがたい……。
		港に付いた直後あたりにちょうど出港したところだったのですがすぐに次の便に乗る車とバイクが並んでいました。さすがは GW。
	

	

	
		港には定番のお土産屋さんやレストランもあって賑やかな感じです。
		次の便まで 1 時間あるのでレストランで昼ご飯……もいいんですが、せっかくなので売店でここ名物？の B 級グルメ、漁師バーガーなるものをいただきました。
		何のことはない、アジフライのハンバーガーなんですが、揚げたてのフライを熱いままバーガーにしててとても美味しいです！
		そして飲み物は千葉限定のビワサイダー。
		きょうびビワを食べる機会もあまりない気がしますが、たしかにこんな感じの味だったわ！ってなりました。ビワ。
	

	

	
		港の前から東京湾を望む。
		いい天気なので海も穏やかだろうと思ってたら意外と風が強くて波が高かったです。
		ザブザブと波の音も激しく、日本海かと思いましたね。
	

	

	

	
		いよいよ船の時間です。この船は車両甲板が 2 層になっているんですが、上層の甲板は船内にスロープがあるのではなく
		船外の乗船用スロープが側面に接続して直接乗り込んでいるのが印象的でした。
		大型フェリーだと船体の正面と側面に上下船口があるのはよくあるのですが、これくらいの規模の船でこの乗り方は珍しいのではないかと。
		船の便数も多いですし、多くの利用者を素早く捌かなければならない東京湾独自の事情なんですかね。
	

	
		
		
	

	
		船内は椅子席のみで、フェリーの定番であるカーペットの雑魚寝スペースがありませんでした。
		代わりに？売店前のロビー的なスペースがこの規模の船にしてはかなり広めにとられていました。
	

	

	
		もちろん屋上に上がって潮風を浴びながら海を渡ることも出来ます。
		ただし、設計上の事情なのか甲板は通路部分が狭く、かつなにかの設備を跨ぐために段差が多いので
		広々した空の下でノンビリと、とは言い難く、どちらかというとメカメカしい雰囲気です。
	

		また、風が強いと意外と波が高いので、しっかり捕まってないと割と本気で危険を感じました。
		スマホ片手に歩いてる人が結構いましたけど急な揺れで落としても知らねえぞと思いましたね……。
	

	

	
		別料金で貸し切りできるグリーン室なるものもあるようですが、40 分だし別にいらないかな……。
		どちらかと言うと、一般客と席の取り合いにならないようにするための団体客向けなのかも?
	

	

	
		地図で見ると東京湾は狭いように見えるのですが、実際に東京湾のど真ん中を船で渡ってみると比較的対岸まで短いはずの航路上ですら陸が見えなくなるくらいには遠く、
		人間のスケールだとなんだかんだ言って海は広いな……と思いました。
	

	

	
		
		
	

	
		40 分の船旅はあっという間に終わり、対岸の久里浜港に到着です。
		こちらから乗船するお客さんは既に船の方に移動しているので、ターミナルはガランとしていました。
		ここから京急、もしくは JR の久里浜駅までバスで行けるようですが、せっかくなので歩いてみることにしました。
	

	

	
		途中見かけた謎の坂。
		どうやら昔は急斜面だったようで、荷台の尻をこするほどの急坂だったところからこの名前が付いたようです。
		ちなみにこの写真を ﾒ に貼ったところ妙にいいねがついたのが印象的でした。
		みんなそんなに尻こすりたいんか。
	

		この日はこの後京急久里浜からホテルに帰っておしまい…の前に川崎で定番のパンダエクスプレスを買って帰ったりしました。
		そしてシャワーを浴びて、しっかり寝て、翌日は飛行機に乗って今年の学園祭の旅はフィニッシュです。
	

	

	
		自販機にドクターペッパーが売っているのを見ると東京に来たなぁって実感しますね。
		今 (2025 年現在) はバーガーキングでドクターペッパーが飲めるのでドクペが首都圏だけの特権ドリンクではなくなりつつありますが。
	

	

	
		初めて学園祭にサークル参加してみて、持っていった本が完売したことはありがたい事である一方、
		多少売れ残るの覚悟でもうちょっと部数を増やした方がいいかとも思いました。
		なにしろ午後から声を掛けに来てくれたサークル参加の方や、ﾒ や絵日記を見て来てくれた方にお出しする本が無かったのは大変申し訳無いことです。
		今回は 20 部だったので、来年は少し増やして 25 部くらいでいくかァ！
	


	新日本海フェリー (一日目・大阪観光) (2025 年 6 月 7 日)

	

	
		またフェリーに乗りに行きました。
		今回は新日本海フェリーです。日本海をフェリーとは思えない速度で爆走することでおなじみの新日本海フェリーです！
	

		今回のフェリーは京都府北部の舞鶴港から、北海道北西部の小樽まで航海します。
		舞鶴港へは公共交通機関で行く場合、連絡バスか、大阪あるいは京都から JR で行くという三択になりますが
		今回は大阪から JR で行くルートを取ることにしました。
		愛媛から大阪へは飛行機で行くのですが、飛行機を降りたのが昼過ぎ、そして JR に乗るのは夜になってからなので
		昼間は観光することにしますよ！
	

		松山 〜 伊丹間は短距離なので小型のプロペラ機でした。
		窓際ではあったもののちょうど翼の真横だったので下の景色を見下ろすにはちょっと厳しいものがありましたが、
		普段東京に行くときには大阪周辺を低高度でしっかり見ることがないのでなかなか珍しいものが見られてよかったです。

		写真に撮れた PL 教団の「例の塔」もそうですが、偶然にもドクターイエローが走ってるのを見下ろせたのは興奮しましたね。
		ただ走ってるだけならともかく、空から見下ろせることなんてそうそう無いですよ？
	

		それにしても、6 月初めであればそろそろ初夏なのはわかっていたのですが、大阪は思った以上に暑かった…！
		伊丹空港の外に出た途端蒸し暑っ！ってなりましたよ。

		そして万博の影響か外国人観光客がめちゃくちゃ多い！まさにインバウンド時代！
		なおかつリムジンバスのきっぷの買い方がわからなくて揉めすぎる！
		もうバスのりばに専属の案内係を置いたほうがいいって！！
	

	

	
		そんなこんなで色々ありながらもまずは JR 大阪駅に到着、ここで荷物をコインロッカーに入れ、
		SUICA をチャージして大阪観光の開始です。
	

		もちろん半日しか無いのに万博に行くわけはなく、まずは環状線に乗って JR 西九条へ。
		ここで乗り換えるとユニバーサルスタジオにいけますが、乗り換えずに即降ります。
	

		駅から少し歩くとついたのは川沿いの謎の建物。
		これは「安治川隧道」という河底トンネルで、1944 年に開通して以来今でも現役のトンネルです。
		現在は歩行者 (と自転車) のみ通行可能でsが、開通当初は自動車も通行可能で建物左側のシャッターからエレベーターで一台ずつおろしてトンネル内を通行していたそうです。
		ただ交通量が増えて排気ガスの問題と、自動車自体が大型化してトンネル内の通行に支障が出たために自動車用通路は閉鎖したようです。
	

		ちなみにトンネル自体は 24 時間通行可能ですが、歩行者用エレベーターが利用できるのは日中だけなので、
		夜に通る場合は建物脇の階段から頑張って登り降り刷る必要があります。
	

		トンネルを抜けたら安治川沿いを少し歩きます。
		この当たりは町工場が立ち並んでいてちょっと物騒な雰囲気がありますね。
		国道 43 号の巨大な橋をくぐって少し歩けば今回の観光スポット、安治川水門に到着です。
	

		この謎のアーチ、その正体は異常気象による高潮発生時に市内に海水が流入するのを防ぐための水門で、
		ここを含めて市内に3箇所あります。
		写真では大きさがわかりにくいのですが、アーチ左側の制御棟についてる窓やドアと比べるとその大きさが想像できるのではないでしょうか。
		残り 2 箇所も見に行きたかったのですが、飛行機の出発が遅れた関係で時間がシビアになりそうだったので今回はここだけ見ることにしました。
	

		……というか、ここまで来た時点で暑さで汗だくだったので正直あまり歩きたくなかったというのもあります。
	

	

	
		ここから国道 43 号沿いに少し歩いて JR 弁天町へ。
		弁天町駅の隣には「交通科学博物館」という施設があって、JR のホームからも展示されている鉄道車両を見ることが出来る
		……んだけど、交通科学博物館どこいった??
	

		調べてみたところ、どうやら 2014 年に閉館されたようです。なんということだ。
	

		そしてまた環状線に乗って今度は天王寺へ。
		ちんちん電車はちょうど通りがかったので撮ってみただけで今回はどちらにせよ乗るつもりはなかったのですが
		そのうちまた大阪に来る機会があれば一度くらいは乗ってみたいですね。
	

		では天王寺まで何しに来たかと言うと、阿倍野の喜久屋書店がデスメイカーの単行本 (特典付き) を再入荷したと言うので
		まだ残ってるかと思って見に来たのですが、まぁ残ってるわけ無いですよね。
		残念。
	

	

	
		特にやることもなくなったので環状線で大阪まで戻るわけですが、ここのホームは相変わらず異臭がすごいですね……
		古い地下鉄でも似たような臭いはしますが、ここは特段酷い。
		地下水が腐ってるんですかね？
	

	

	
		大阪駅に戻り、ここから福知山線 〜 舞鶴線 を乗り継いで舞鶴港の最寄り駅、東舞鶴へ。
	

		東舞鶴駅には舞鶴鎮守府 120 周年を記念して「艦これ」のイラストボードが展示されていました。
	

	

	
		深夜ながら駅前には何台かタクシーが待機していて、同じくフェリーを目指すと思われる人は早々に乗って去っていきました。
		駅からフェリーターミナルまでは地図で見る限りは歩けなくもない距離なので
		こういうところだけ無駄にケチくさい私はもう夜だし涼しいだろう、歩いて港まで行くか！
		と足を進めたのですが、後から振り返るとたかが 1 メーターと言わず素直にタクシーに乗ったほうが良かったです。
	

		というのも、そもそももう遅い時間だったので商店街の店もほとんど閉まってる、
		かつアーケードの照明も落とされるほどの遅い時間である。
		加えて、普通の人通りが殆どない時間帯で何やらガラの悪い連中もそこかしこにうろついてたので「そういう連中」の気分次第では
		暇つぶしに殺されてた可能性も十分あったんじゃないかという気がします。
		しかも微妙に迷って真っ暗な公園の中をうろつく羽目になったし。
	

	

	
		そんな苦難を乗り越えてやっとたどり着きました舞鶴港フェリーターミナル！
		ほとんどトラック需要の港とはいえ、公共交通機関のアクセスはマジでクソだな！！
	


	新日本海フェリー (二日目・新日本海フェリー) (2025 年 6 月 8 日)

	

	
		昨日のあらすじ：

		蒸し暑い中大阪で観光したきつねははるばる舞鶴まできてフェリーに乗ったぞ！
	

		というわけでこれから明日の夜までかけてゆっくりと北海道までの船旅を楽しみます。
		それにしてもこの船、でかいですね……。
		関西圏と北海道を直接結ぶ航路なので、それ相応の積載性を確保しているのはわかるのですが、
		総トン数約 17000 トンはやはりすごい迫力です。
	

	
		
		
	

	
		乗船してみるとロビーは最近の船のようなホテルを思わせる広々としたものではなく、意外と狭めでした。
		そこからひとつ上の部屋に上がり、個室スペースに行ってみるととんでもない長さの廊下が！
		快適な個室を確保しつつ、極力多くの人を載せられるように部屋の密度がすごいことになっています！
	

		しかしこのすごい長さと両側から迫る壁は閉塞感がやばいのと、割と構造的に無理がきて空調が追いついていないのか、
		船内のいたる所がカビ臭かったりドブ臭かったりしたのはちょっと残念なところではあります。
		閉塞感につては後継に当たる「すずらん・すいせん」で改良されて、中央に広いロビーを置くことで廊下を短くしたり
		配置を工夫して「はるか向こうまで廊下！」という視覚的な圧迫感を改善していたように思えます。
	

	
		
		
	

	
		ロビーに置かれていたガチャガチャ。SHKグループのフェリーのステッカー風マグネットと
		歴代フェリーのパンフレットのマグネットだそうです。
	

	

	
		インスタグラム風顔ハメ看板。お約束の船長服コスプレも可能です。
		ちなみにいいね数の 16897 というのはこの船、あかしあの総トン数です。
	

	
		
		
	

	

	
		今回予約した部屋はなんと二人部屋の「ステートB」の海側の部屋です。
		6 月はちょうど閑散期に当たるのか、二人部屋を一人で予約しても追加の個室使用料が必要ないというサービス価格だったので
		これ幸いと海側の部屋を予約しました。
	

		ツインベッドに洗面台、電気ポットがあるのでカップラーメンも安心だし部屋の中でカップ麺を食べても他の人に匂いを撒き散らす心配もなし。
		さすがに風呂とトイレは共同ですが大浴場があるので良しとしましょう。
	

	

	
		フェリーといえば船内探検、と言っても前に乗った同会社の「すずらん」と設備については大きな違いはないようです。
		ただこの船特有だなと思ったのはゲームコーナーがやけに広かったところですね。
		フェリーのゲームコーナーはだいたい申し訳程度にスロットや古いアーケードゲームが置いてある程度の誰得仕様なのですが
		ここに関してはこの通り、ショッピングモールの片隅にありそうな程度にはしっかりした設備でした。
		特筆すべきはエアホッケーまであるんですよ。しかも2台！

		いくらなんでも誰がフェリーでエアホッケーやるねんと思ったらパックツアーで乗ったらしいお年寄り夫婦が遊んでました。やるな。
	

		あと、フェリーのアケゲーはなぜかメタルスラッグとストライカー 1945 率が高いのですが、
		この船ではなんとギャルズパニック S2 が稼働していました！カネコダイヤル超懐かしい！！
		思わずプレイしてみたら 1 面は 99% クリアいけたけど 2 面で早くも死にました。
		2 面からフィールドがスクロールするの完全に忘れてた……
	

		この船は長距離トラックのドライバー率が高いので、コインランドリーも他の船に比べて多めの 4 台でした。
		船内で服を選択できると荷物の着替えが減らせるのでとてもありがたいことです。

		この船のコインランドリーは水回りの都合かトイレに隣接する形で設置されていて、そのついでか元から要件としてあったのかは不明ですが
		コインランドリーも男女別になっているのは珍しいと思いました。
		女子ランドリーまでは見ていませんが、おそらく同サイズなので男女合計 8 台の洗濯機が使えるわけですね。
		夏場は乗船前の観光で汗を書くことも多いだろうと思うので、これはありがたいことです。
	

	

	
		コインランドリー特有の自販機で買う粉洗剤にも非日常を感じます。
		そういえば一昔前、長期出張が多かった頃は土曜の午前はコインランドリーで洗濯から始まったものでした。
		脚が曲がって折れそうなベンチでコーヒーを飲みながら捨ててあったジャンプを読んで洗濯終わりを待つ爽やかな朝も
		今となっては懐かしい思い出です。
	

	
		
		
	

	
		どこの船でも反対方面行の姉妹船とすれ違う反航はんこうは一大イベントです。
		船内にお知らせの放送がかかると皆が後方デッキに集まってカメラを構えだします。
		肉眼だともう少し大きく見えるのですが、写真に収めてみると遥か彼方に小さく写っているだけでした……
	

	

	
		あと、これまでに乗った船は遠くでも陸が見えるくらいの距離を走っていたので
		航海中もギリネットに繋がっていたのですが、今回は最大で 200km くらいのところまで沖に出るため完璧に圏外になりました。
		すると当然ながら音声通話も使えないので、困ったときのために衛星回線の公衆電話が使えます。
	

		船から友達や家族に電話するというのもロマンチックでいいよね…と通話料見たら高っか！通話料高っっか！！！
		しかも「改定のお知らせ」がいつ改定された料金なのかはわかりませんが、前の 3 倍になってるのはちょっときつすぎる……。
		まぁ今時公衆電話の需要もそれほどないし、維持費も高くなってるのはわからなくはないんですが！
	

	

	

	
		船といえばレストランの食事も楽しみの一つです。
		レストランの営業時間は朝食、昼食、夕食で 1 時間ずつという割とタイトな時間設定です。
		この時間設定は前に乗った東京九州フェリーと同じ感じですね。

		まあ座席数は結構ありますし、各テーブルのタッチパネルで注文したら即出てきたので
		丼ものや麺類のような一品物についてはレンチンなのかもしれませんが、こういうところで海を眺めながら食うメシにケチをつけちゃあいけねえ。
	

	

	
		レストランで食べ残った人のためにレストランの閉店直後からこれまた 1 時間ずつ営業するカフェが別にあります。
		こちらはラーメンやパスタ、カレーのような軽食とソフトクリーム、フライドポテトといった軽食がメインです。
		これも東京九州フェリーと同じ体制ですね。
		今回はこちらは一度も利用しなかったのですが、一食くらいはこちらで食べてみても良かったかもしれません。
	

		もちろん毎食レストランは贅沢すぎる！という人のために
		自販機コーナーにはおなじみカップヌードルがありましたし、売店にはカップ焼きそばも売ってました。
		何気に北海道限定の「やきそば弁当」が売ってたのがポイント高い。
	

		ほぼまる一日の船旅に退屈する人も少なくないので、船内には映画館もあります。
		今回上映していたのは「ダンジョン・アンド・ドラゴンズ」と「バウ・パトロール」、意外と新しいな……。
		これまた私はスルーしたのですが、船内で映画鑑賞体験も一度くらいはやってみてもいいかもね。
	

	

	
		今更ですが、この船のお風呂は出港直後から利用可能で、深夜時間帯は一時閉店、そして朝 8 時から 18 時までです。
		お風呂は左舷側なので北海道行の場合はちょうど西向きになるんですが、この時期は時間的に日没の時間には利用終了となっているので
		お風呂で優雅に夕日を眺めるなら冬に乗るのがよさそうですね！

		舞鶴行の場合は日の出が見えるかと思いきや、朝 8 時ではとっくに日が昇っていますね……。
	

	

	
		夕食の時間帯が終わると、この船の最後のイベントとも言うべき日没イベントがあります。
		どこの船でも日没は盛り上がるもので、この船でも例外ではなく船尾のデッキがすごい人だかりになっていました。
		この日は日没直前あたりがちょうど北海道の陸地が見え始めるくらいの位置で月もきれいに見えていました。
		そしてちょうどこの頃に小樽へ向けて真東に変針するので
		ちょうど真後ろに日が沈み、そして月明かりに照らされる北海道の大地に到達したというドラマチックな光景にもなってとてもよかったですね……。
	

	

	
		長かった船旅も終わり、ついに小樽港に着きました。
		小樽港に着いてまず目に入ったのがこのクソ長い連絡橋だったわけですが、まさかこのクソ長い通路を延々歩かされることもあるまいと思ったら
		本当に延々歩かされてしまいました……
	

	
		
		
	

	
		ロビーに降りると何やら浮かれた雰囲気の看板が置かれていました。
		年齢層高めの団体客が多かったので浮かれたお客さんはいなかったわけですが、それにしても浮かれすぎでしょう。
	

	

	
		車やバイクで着た人たちは一足先に下船し、ツアーできていた人たちも集団でバスに乗ってどこかへ言ってしまった後に
		私のような個人客が連絡バスを待ってぽつんと待つのは少し寂しいものがあります。
		いや、寂しいのはいいんですが、やけに風が強くて寒かったのはちょっとつらかった……
	

		舞鶴港のターミナルは割と古めかしいビルだったのですが、こちらは随分と立派なビルです。
		1994 年に建て替えた 5 階建てのビルなのだそうで、以前は 4, 5 階に温泉があったらしいですが、現在は老朽化で閉鎖中とのこと。
	

	

	

	
		連絡バスに揺られて小樽駅前のホテルに到着です。小樽の夜景いいよね……。
		事前に地図で調べたところによると小樽にも色々と気になる観光スポットがあるのですが、
		今回は残念ながら観光の時間を確保しておらず、明日は朝から旭川です！
	


	新日本海フェリー (三日目・旭川菓子博覧会) (2025 年 6 月 9 日)

	

	
		一夜明けて今日は札幌経由、旭川まで移動します。
		ちなみに今回泊まったホテルは朝食がいわゆるバイキング形式で、ご飯は白飯とお粥、そして酢飯から選択可能でした。
	

		なぜ酢飯か？ここは魚が美味しいことで有名な小樽、なんとバイキングで海鮮丼の具が乗せ放題なのです！
		と、普段であればテンション上がってアホみたいに盛るところですが、今日はこれから長い移動が控えているのと
		旅先で美味しいものに遭遇してしまった時にお腹いっぱいになってしまうリスクは避けたいので、盛りは控えめにしておきました。
	

	

	
		まずは列車で札幌に移動します。今夜の宿は札幌なので、先にコインロッカーだけ置いておきたいのと
		札幌から特急で一気に旭川まで移動するためです。
		ついでに JR 北海道の IC カード「KitaCa」も買っておきました。
		いいｄすよね、ご当地交通系 IC カード。我らが愛媛の「いよてつ IC い〜カード」は早くも脱落決定しましたが。
	

		画像は小樽駅のホーム、俳優の石原裕次郎氏がロケの際に降り立ったということで「裕次郎ホーム」と名付けられています。
		レトロな雰囲気のホームと、地下に降りる階段周辺は雪避けの設備で近代的なのが対象的です。
	

	

	
		最近はこういうホーム上にワイヤーで浮かせて表示している乗車位置案内って少なくなりましたよね。
		風情があって好きなんですが。
	

	

	

	
		移動途中に見た車窓の光景。
		遥か彼方まで続く田んぼ、秋になってこれが全て米として収穫されたらいったいお茶碗何杯分のごはんになってしまうのか……！
		北海道の広大な農地恐るべしですな。
	

	

	

	
		着きました旭川！
		駅から外に出るといきなり草むらが広がっていて驚きました。
		駅のすぐ南側が川で、そこを敢えてコンクリで固めずに緑地にしているようですが、それなりの規模の都市の駅前一等地を
		緑地として残せるのは偉いと思います。
	

	
		
		
	

	
		これは駅の一階に展示されていた謎の構造物。
		「四叉柱支承部」なる構造物で
		最近はこういうホーム上にワイヤーで浮かせて表示している乗車位置案内って少なくなりましたよね。
		風情があって好きなんですが。
	

	

	

	
		遥かかなたに望む大雪山系。6 月だと言うのにまだ雪が残っていますね。
	

	

	

	
		今回なぜ旭川に来たかと言うとこのイベント、「全国菓子大博覧会」を見に来たのでした。
		私は別に菓子業界の人間ではないのですが、お菓子は好きなのと製菓に関する技術は割と興味あるので (別に自分でお菓子を作ったりはしないのですが…)
		3 回前の姫路、その次の広島も見に行きました。前回の伊勢は流石に交通の便がアレすぎて行けませんでしたが……。
	

	

	
		
		
	

	
		
		
	

	
		
		
	

	
		このイベントの目玉はこの工芸菓子展示です。全国の製菓団体が技を駆使して作成した作品を展示しています。
		というか、チョコレート菓子やケーキのような洋菓子はまだお菓子かな？ってわかるんですが、
		和菓子についてはまったくお菓子に見えない細かさなのがすごいですよね。
		平滑な部分は確かに練り切りのような素材に見えなくもないですが……。
	

	

	
		そしてこのような菓子作りの実演が見られるのもこのイベントの目玉の一つです。
		といっても今回はこのクッキー屋さんとどら焼き屋さんの二社しか出店してくれていなかったのが残念ですが……。

		この辺は姫路の時はお店だけじゃなく製菓機械のメーカー自らが技術展示していたり、パティシエがステージで製菓の実演を見せてくれたりしていたのですが、
		広島ではそのへんの展示がすっかり減ってしまっていたので復活してくれて嬉しいです。
	

	

	
		今回は会場がいくつかのブロックに分かれていたのですが、上の工芸菓子や実演が行われていた大雪アリーナの外周では
		メーカーがそれぞれのパビリオンを展示していて、マスコットキャラクタとの記念撮影やお菓子をもらえる
		や特設の撮影ステージで記念撮影ができたりしました。

		残念ながら各メーカのブースは撮影禁止だったので写真は残っていないのですが……
	

		さらに会場をぐるっと半周すると最近のはやりのキッチンカーによる飲食ゾーンがありました。
		その他にも全国のお土産菓子で、普段なら箱入りで売っているところをバラの量り売りで買えるコーナーがありましたが
		やはりこういう即売コーナーは大人気で行列していたので早々に諦めました。

		私はだめなきつねなので、スイーツのイベントだと言うのに北海道名物の味噌ホルモン焼きに北海道生ビールを決めるという有様でしたよ。
		平日の真っ昼間だというのにいい天気で暑いくらいだったので、ビールが本当に効いた……！
	

		実はさらにとなりの道の駅に開設した特別会場では全国の土産菓子の即売会が行われていたのですが、
		こちらに至っては午後になってもまだ 60 分待ちというものすごい強烈だったので最初からスルーしました。
	

	

	

	
		ところで、実は今回の会場である大雪ホールの隣には旭川博物館なるものがありまして、
		菓子博のチケットを持っていれば若干割引で入場できるということだったのでせっかくなので寄ってみました。
	

	

	
		展示は大きく分けてアイヌの歴史と文化、北海道、特に旭川のある上川盆地周辺の開拓の歴史とその過程の文化の変遷に関する展示がされていました。
		軍人将棋の実物初めてみた。
	

	

	
		昭和期に流行ったバッジらしいですが…バットマンってこんな昔からあったの!?
		(Wikipedia 知識によると初登場は 1939 年らしいです)
	

	

	
		アイヌといえば漫画「ゴールデンカムイ」、博物館の受付横に作者の野田サトル先生の色紙が展示されていました。
	

	

	

	
		旭川を十分堪能したので札幌に戻ります。

		今日の夕食は北海道グルメ、北海道限定コンビニのセイコーマートでホットシェフのカツ丼と北海道限定飲料「ソフトカツゲン」です。
		ソフトカツゲンは乳酸菌飲料なんですが、500ml のパックで飲むのはなかなか飲みごたえがあります。
		乳酸菌が腸まで届いて明日の便通が大変良くなりそうだ……。
	

	

	
		札幌駅で見かけた VTuber の応援広告？
		最近はお誕生日に駅に広告を出してお祝いするのが流行ってるらしいですよ？
	

	
		
		
	

	
		さっぽろテレビ塔とすすきののニッカウイスキーの看板。ベッタベタな撮影スポットではありますが
		せっかく来たんだから撮っておきたいですよね。
	


	新日本海フェリー (四日目・札幌観光) (2025 年 6 月 10 日)

	

	
		楽しかった旅行もついに最終日、きょうは愛媛に帰るだけですが、飛行機の時間を遅めにしたので
		午前中は札幌でのんびり、午後は新千歳空港でのんびりします。
		ちなみに日記の画像ではセコマ飯を今日食べたかのような書き方ですが、これは実は昨日の話でした。
	

	

	
		まずはさっぽろテレビ塔、超ベッタベタな観光地ですが、シンプルに高いところに登って街を見下ろすというのは楽しいものです。
		ちなみに展望台に登るエレベーターは 3 階、タワーの部屋のうち下側にあるのですが、そこまでは階段でも登ることができます。
		と慣れば登るしかないでしょう、109 段の階段を！
	

	

	
		今北海道で爆推し中？のシマエナガ。菓子博のマスコットキャラもシマエナガ大福でしたね。
	

	

	
		展望台入口へのエレベーターまで階段で駆け上がり中に見かけた看板。
		内藤多仲氏によって設計された 6 つの塔は「タワー六兄弟」と呼ばれていて、ここさっぽろテレビ塔と
		先日旅行した別府タワーも含まれています。
		ちなみにこれ以外の四箇所は名古屋テレビ塔、通天閣、東京タワー、博多ポートタワーだそうです。
	

	

	
		そして苦労して登った展望台から見下ろす札幌の街はいいものです。
	

	
		
		
	

	
		そしてですね、ここでちょっと面白いと思ったのが展望台で無料でチャレンジできるこのスタンプラリー。
		展望台と下の売店、食堂街エリアを巡って5個のスタンプを押すというものなのですが、これが
		それぞれ異なる色のスタンプになっていて、重ねて押すと多色刷りの絵が出来上がるという楽しい仕様なのです。
		これは巡らなきゃだめでしょ！
	

	

	

	

	
		そしてタワーを降りて次に行きましたのは時計台。これもまたベタな観光地であり、がっかり観光地として有名でもあります。
		ちなみにこの時計台、外見としては教会っぽくも見えますが元々は屯田兵の練兵場として作られ、
		戦後に図書館として回収されたという歴史があるようです。

		図書館の要素は現代でも残されていて、入口隣の部屋は現在も図書館として様々な書籍が閲覧可能になっています。
		そして何らかの準備室か控室だったと思われる部屋が売店として利用されています。
		ちなみにこの売店、時計台だけに懐中時計が売られていてお土産にしてはそこそこな値段で売られています。
	

	

	
		1階中央の練兵場として使われていたであろう部屋は現在は時計台の歴史を語る資料展示です。
		中央には建設当時の写真が展示されているのですが、当時はまだ開拓中の原野が広がっていた頃なんですね。
		その頃は 2km 先の農地まで鐘の音が聞こえたんだそうです。
	

		それを思うとですね、現在高層ビルに囲まれたがっかりな風景それ自体が札幌の発展の歴史だと思うんですよね。
	

	

	
		これは時計台二階に展示されている時計の機構を説明するための模型。
		時計台の時計は現在でも電動ではなく、建設当時のままの錘と振り子によるものなのだそうです。
		この模型もゆっくりと振り子が動く様子を観察することが出来ます。
	

	

	
		
		
	

	

	
		これはいいイラストコンテスト。
		札幌駅前のパチンコ屋のシャッターに描くイラストをデザイン専門学校とのタイアップで決めたようです。
		「観光客が思わず立ち止まり写真を撮りたくなるデザイン」がテーマだそうで、まんまと踊らされてしまった……！
	

	
		昼過ぎまで札幌駅周辺をうろうろして、いよいよ新千歳空港へ行きます。
		話は変わりますが、この日の札幌はまだ 6 月だと言うのにめちゃくちゃ暑かったです。
		駅前の気温表示を見るとなんと 27 度ですよ。もう夏じゃん！
	

	

	
		札幌へは普通に JR で言っても良かったんですが、せっかくいい天気なのでバスに揺られてのんびり行くことにしました。
		……などと余計なことを考えてしまったのが運のつき。
		なんか外国人環境客が乗ってきて満員になってしまい、景色を眺めながらノンビリどころじゃなくなってしまいました。
	

		そして何よりクソなのが、ICカードの使い方がわかってないのかどいつもこいつも乗車時にタッチして無くて
		運転手さんもブチ切れですよ。
		まさかバスから降りるだけで 30 分もかかるとは思わんかったわ！
	

	

	

	
		そんなこんなでやっとたどり着きました新千歳空港、まずいきなり目に付いたこれ、空港内ソフトクリーム店多すぎ問題。
		確かに北海道といえば美味しい牛乳で作った美味しいソフトクリームですが、それにしても多い…
	

		まあ私はここに来る前に時計台前の雪印パーラーで「雪印コーヒー」ソフトクリームを食べてきたんですけどね！
		ほんとにあの紙パックの雪印コーヒーの味だ！ってなりましたよ！
	

	

	
		空港内は噂に聞いたとおりお店いっぱいで眺めて歩くだけでも楽しいですね。
		映画館やスーパー銭湯もありましたが、さすがにそこまで本格的に楽しむ余裕はありませんでした。
	

	
		
		
	

	
		そんな中、一番衝撃だったのがこれ、国際線連絡通路3階にある「ロイズチョコレートワールド」です。

		生チョコレートでおなじみロイズのチョコレート製造実演 & チョコレートに関する資料展示なのですが、
		思ってたよりずっとガチな内容でした。
	

		チョコレート製造部分についてはオートメーションされた各工程を解説付きで見せてくれ、
		手作業での装飾に関してももちろん見せてくれるという。

		そして資料展示については菓子としてのチョコレートになるよりも昔、南米大陸で薬として飲まれていた頃から
		ヨーロッパに伝来し、現代に向けてのチョコレートの変遷を当時使われていた道具などを踏まえて説明してくれるという素晴らしい展示でした。
	

		というかですね、どうしてこれを菓子博に展示してくれなかったんです…？
		北海道の会社なんだから大歓迎間違い無しじゃないですか……！！
	

	

	
		
		
	

	
		あと、お土産屋さんに混じってガンプラの公式ショップ「ガンダムベース」や初音ミク専門のショップがあるのは驚きでした。
		わざわざ空港で買う人いるのか？と思いましたが、考えてみれば外国人観光客が買って帰る可能性は大いにありますね。
	

	

	
		そういえばこの日は北海道は晴れていたのですが、関西圏は大雨で今回乗り継ぐ伊丹 → 松山の便にいたっては条件付き運行となってしまっていました。
		しかもフライト決定は 19 時 30 分、私が乗った飛行機が伊丹に飛んでいる最中です。
		ここでフライト中止になったらどうなってしまうんだ！？と不安だったのですが、結論としては何とか無事飛んでくれて助かりました。

		助かったのですが、松山に着いたときにはかろうじて雨は小ぶりになっていたものの、帰り道が湿気と蒸し暑さで物凄い霧になってまるで前が見えない状態で大変でした。
		家に帰るまでが旅行といいますが、最後の最後で事故ったら死んでも死にきれない！
	

	

	FOX・おまけ

	

	
		最後に新千歳空港で買った自分むけお土産、北海道限定の「ようかんパン」です。文字通りパンの表面に羊羹が塗ってあります。
		味は…なんというかあんパンの中身を外に塗った感じでしょうかね？
	


	近所を旅した話 (2025 年 7 月 19 日)

	

	
		7 月の三連休はフェリーに乗りに行きませんでした。
		何しろ学園祭、北海道と二月連続で大物な旅をしたものだからすっかりおかねがなくなってしまいました。
	

		かといって全く何もしないのももったいないので、自転車に乗って近所を旅してみました。
		今回の旅路は旧国道 196 号線、現在の国道である「北条バイパス」完成まで北条から今治方面へと結んでいた、海岸線沿いを走る道です。
	

	

	
		いい天気の下で海を眺めながらのんびり走っていると目に入ったのがオシャレな感じの喫茶店。
		鉄道の客車風のお店で、店内もレトロな感じの食堂車を思わせる素敵なお店でした。
	

		炎天下の下汗を流しながら走るのも良いんですが、やはり冷房の聞いた快適な席でコーヒーを飲みながら海を眺めるという贅沢はたまらない……。
		時間が合えば目の前の海を走っていくスーパージェットやシーパセオを見ることが出来たのかもしれませんが、
		しばらく待ってみたものの残念ながら船は通りませんでした。
	

	

	
		お店の目の前には屋外のテラス席もあって潮風に当たりながらコーヒーをいただくこともできるのですが、
		さすがに真夏の炎天下の下でコーヒーを飲むのは自殺行為ですね。
	

	

	
		次に来たのはここ、堀江港の「海の駅 うみてらす」です。
		松山市駅から堀江、北条方面行バスの行き先にもなっているので気にはなっていたのですが、ついに実際に来ることが出来ました。
	

		と思ったのですが、肝心の海の駅は今日はお休みで、何やらお祭りの準備をしているようでした。
		港にたどり着いたときはテントや屋台の骨組みを並べていたところでしたが、
		港の前の食堂でラーメンをすすって出てきた頃には大分お店の形になっていました。
	

	

	
		港の前にある仁堀にほり航路の記念碑。
		1982 年まで広島県の仁方港との間にフェリーが運行していたようですが、利用者の低迷で廃止になったらしいです。
		まぁ…どちらの港も正直地元の人間じゃないとどこだよってくらいのマイナーな場所ですしね…
	

	

	
		浮き桟橋は現存していますが、フェンスで立入禁止になっています。
		現在は「海の家」となっているこの港ですが、マイ船を持っているようなブルジョアがクルージングの傍らに立ち寄ったりするのでしょうか。
	

	

	
		この後はまたのんびりとママチャリの旅をしてケーズデンキで涼んだりヤマダデンキで涼んだり
		入ったことのないコンビニでコーヒー牛乳を買ったりして日帰り旅を楽しんで帰ったのでした。
	


	久々に広島に行った (2025 年 9 月 13 日)

	

	
		夏の間に一度くらいはフェリーに乗ってどこかに行きたいと思いつつ、結局どこにもいかないまま 9 月になってしまいました。
		せっかくの三連休なので久しぶりにフェリーに乗って広島に行ってみました。
		ここ最近、船で広島に渡ることはあったのですが高速艇で移動することが多かったので
		のんびりシーパセオで移動するのは久しぶりです。
	

		……せっかくの船なのに残念ながら朝から雨が降っていました。
		Yahoo! 雨雲レーダーで確認してみると広島周辺の海上だけ大雨という嫌がらせのような降水量でしたよ……
	

	

	
		
		
	

	
		そんなわけであまり景色も楽しめず、三連休の中日ということもあって家族連れが多くて
		カーペット席でのんびり寝るということもできなかったので特に楽しいことを書けないのですが
		呉で「艦これ」のコラボイベントがやっていたようで、ポスターとか等身大 POP が置かれていました。
	

	

	

	
		で、この日は何しに広島に渡ったのかというと 8 月に開業した広島電鉄の新しい広島駅を観に行ってきました。
		元々 JR の広島駅前まで路面電車が走っていたのですが、ルートを変更して広島駅の新駅ビルへ直接乗り入れするように改築、
		このときに駅ビル 2 階にホームが設置されたということが話題になりました。
	

		右側に見えているのがホームです。旧ホームが縦列駐車状に配置されていて混雑しがちだったのを踏まえて
		行先別に乗り場が整理された配置になっています。
		後ろに見えているのは駅ビルの商業フロアなのですが、加えて写真の手前側にも商業フロアの西棟、左側には JR のコンコースがあって
		これらのフロアから段差や狭い改札を通ることなく電車に乗ることが出来るのは路面電車ならではですね。
	

	

	
		こちらは旧広島駅のあった場所ですが、既に駅施設は解体されて更地になっています。
		更地に隣接しているのはタクシーロータリーとバスターミナルで、これらの拡張に使われるのではないでしょうか。
	

	

	
		既に廃止された旧線ですが緊急性の低い場所については順次解体を進めていくようです。
		あまりにも狭すぎて乗り降りするのが危険だった隣の猿猴橋えんこうばし停留場はまだ比較的原型が残っています。
	

	

	

	
		広島駅の手前からみたところ。
		地上から駅ビル 2 階までの旧勾配なんか路面電車の出力で登れるのか？と思っていたのですが、
		手前の駅前大橋が若干高い位置になっているので実際の勾配はそれほどでもなかったんですね。
		なるほどよくできている……。
	

	

	

	
		ちなみに路面電車の駅の直上には東西ビルの連絡通路があって、ここから駅を見下ろすことができます。
		電車大好きなお子さんの特等席ですね！
	

	

	
		そして単に通路から見下ろせるというだけではなく、両ビル側にはこのように観覧席 (?) まで設けられているのです。
		素晴らしいですね！！
	

	

	
		
		
	

	
		ところで、開業後の Google Maps を見てみると、旧路線が途中まで消えていて交差する箇所が鋭角になっているところがあります。
		これは旧路線を再利用して今後開業予定の環状線のために残している箇所なのですが、どういう状態になってるのよ？と思って見てきました。
	

	

	

	
		現在はこの通り、鋭角に交差している場所はアスファルトで埋められてしまっています。
		この交差点の西側、南側には元々的場町まとばちょう停留場があって
		おそらくホームの下辺りに交差点上の分岐器を操作するためのセンサー類が埋まっていたようで、
		既に掘り返して解体されていました。
	

	

	
		一通り新駅を堪能したあとは街に出て PC ショップとか眺めてきました。
		広島市内には元々じゃんぱら (PCパーツの中古ショップ) があったのですが、最近アーケード街内にもう 1 件新しくできていました。
		雑居ビルの空きテナントにとりあえず入れた感じの元のお店に比べると明るい印象で、じゃんぱら他店のフォーマットにだいぶ近づいた感じがしていました。
		売り場の雰囲気を観た感じ、デスクトップ PC とかビデオカードみたいに嵩高い物はこちらで扱う感じなんですかね。
	

		あと、最近気になっている Wacom の Android タブレットも観てきました。
		展示品があったので試しに触ってみたところ、なるほど、なんだかよくわからないが凄い気がする！！ (雑)
		クリスタがバンドルされてるのでこれを使いこなせば神絵師になれる…！のかもしれないですが、
		月額課金するのはなぁ…
	

		しかしこれがあれば船の中で学園祭の現行も捗るのではないでしょうか？

		昨年の学園祭の原稿もフェリーの船内で描いたのですが、スマホサイズの Surface Duo で描くのは正直しんどかったぞ？
	

	

	
		とまあ色々なことをグルグルと考えた挙句衝動買いしそうになったのですが、幸運にも？
		売切中で予約受付のみになっていたので危うく散財せずに済みました。
	

	

	
		
		
	

	
		なんだかんだで色々見て回りましたがそろそろ帰りの船に乗って松山へ帰宅です。偶然にも帰りもシーパセオでした。
		午後から晴れたので帰りは屋上デッキで夕焼けを眺めたり音戸の瀬戸のダブル大橋を見上げたりできましたが、
		湿度が…すごい……！
		日が暮れて室内に入る頃には湿気でベタベタ、そうすると室内のクーラーで急速冷却されて超寒い！というエラいことになってしまいましたよ…
	


	横浜に行ってきました (2025 年 10 月 25 日)

	

	
		同人音楽イベント「M3」に行ってきました。M3 は春、秋の年 2 回開催ですが、最近は春の時期はふたば学園祭に行ってるので
		私的には実質年 1 回のイベントです。
	

		天気が良ければ矢切の渡しに乗って、亀有のこち亀博物館でも見に行こうかと思ったのですが、いざ東京についてみるとガッツリ雨でした。
		実際の所、週末の首都圏は天気が悪いというのはかなり前の時点でわかってはいたもののやはりつらい。
		こうなると今日の観光は屋内で遊べるのがいいのですが、いつものようにアキバに入り浸るのも芸がないな……
		ということで今日は気分を変えて横浜に行ってみることにしました。
	

	

	
		空港から横浜はバスで移動してみたのですが、首都高から降りたみなとみらいは
		ポルシェ! BMW! ロールスロイス!! と、やたらとハイソな感じの車屋さんが並んでてびっくりでしたよ。
		横浜に住んでるような都会人はみんな高級外車を乗り回してるんですな。
	

	

	
		実のところ「横浜に行ってきた」とはいえ、横浜駅周辺のごく限られたエリアしか行ってません。
		中華街とか見てみたくはあるのですが、駅から離れたら恐らく迷子になって戻ってこられない! ということで。
		実際、バスターミナルからスカイビル? と横浜駅の地下街だけで散々迷子になってしまいましたよ……
	

	

	
		で、そのスカイビルで何やら楽しげなイベントをやっていたので見に行ってみました。
		ビルの入口からまずエレベーターの場所がわからず迷子になったものの無事 10 階にあがり、
		会場が中央広場というのでフリーマーケット的なものかと想像していましたが
		思ったより同人イベントっぽいな？といった佇まいでした。
	

		ただ会場となる広場が実際には食堂街の中庭というのはよくないですね。
		ほぼ晒し者状態で参加してたクリエイターの人もほとんど心折れて離席しちゃってるじゃないですか……
		せめて会議室とかイベント会場的なスペースをですね……

		もっとも、グッズ購入の支払いは集中レジで行う形だったので、スペースにクリエイター本人がいなくても購入可能というのは
		同人に馴染みのない人でもわかりやすくていいですね。
		即売会でレジでの支払いだと思ってお金払わずに物を持っていかれた、という笑い話のような事態になる心配がありません。
	

	

	
		これは会場で買ったいいグッズ。
		割と大判なイラスト集とか出してる方も結構いたのですが、さすがに本は大荷物になりすぎなので衝動買いしたいところをぐっとこらえました。
	

		そういえばこの手のイベントでも最近はキャッシュレスが当たり前になっていて驚きました。
		レジに並んでから現金不可だと気づいてどうしようかと思いましたよ……。幸い SUICA が使えたのでなんとかなりましたが、
		そろそろ私も QR 決済の「なんとかペイ」の類を始めないといけませんかね?
	

	

	
		いいグッズを眺めていたらいよいよ本格的に雨が降ってきました。
		この日、スカイビル前ではクラフトビールの試飲会をやっていて、天気が良ければいいグッズを眺めながらおひさまの下でビールを楽しんだのですが、
		残念ながら通りがかったときには雨天中止で試飲コーナーを片付けている最中でした。かなしい。
	

		いよいよやることがなくなって駅の地下街をうろついていたら、なにやら興味深い鉄道模型の博物館の看板があったので行ってみました。
		ここの入場料も現金不可でまたかよ! ってなったんですが、こちらは幸いにもファミマで当日券を買えば現金での支払いが可能でした。
	

	

	
		この博物館の見どころは鉄道模型の巨大ジオラマです。
		しかも日本で一般的な N ゲージよりも遥かに大きい「1 番ゲージ」と呼ばれるサイズです。
		聞くところによると 1 番ゲージを使用したジオラマとしては世界最大らしいですよ。
	

	
		
		
	

	
		ここの鉄道模型の凄いところは、館長である原氏のこだわりで実車の仕組みを可能な限り再現しているという所です。
		電車を走らせるための給電も一般的な鉄道模型のようにレールを使うのではなく、架線からパンタグラフで給電しているそうです。
	

	

	
		海外の電気機関車でよく使われている「ブフリ式 (あるいはブッフリ式とも)」 という駆動方式を鉄道模型サイズで再現しているそうです。
		腕時計の内部構造かな? というくらい精巧な作りをしていました。
	

		この「実車の仕組みを再現する」というこだわりもあって走行展示されている模型は海外の車両ばかりなので
		小さい子供だと知ってる電車がなくてつまらないのでは? と思ったら、定期的に「きかんしゃトーマス」の走行展示を行っているようです。
		ああなるほど、たまにはそういうので子供を釣らなきゃねと冷笑系ぶった目で見たのですが、
		なんとここにはテレビシリーズの撮影で使われた本物の車両が収蔵されているらしいです……。

		これはあまりにも予想外すぎる衝撃だった。完璧に俺の負けだ。
	

	

	FOX・おまけ

	

	
		今回は蒲田のアパホテルに泊まったのですが、満員御礼とやらで景品をもらいました。
		景品は「アパ社長ライス」「アパ社長カレー」のどちらかを選択ということだったのでカレーにしました……。
	


	愛媛縣護國神社へ初詣 (2026 年 01 月 03 日)

	

	
		初詣に行ってきました。
		いつもは伊予鉄に乗って伊豫稲荷神社に行っているのですが、今年は気分を変えて伊予鉄の路面電車に乗って愛媛縣護國神社に行ってきました。
		ちなみに「縣」と「國」が旧字体なのは公式の表記がこうだからです。
	

	
	
	
		道後のように観光客が訪れるわけではないですが松山市内では最大の神社なだけに屋台もたくさん出ていて大賑わいでした。
		せっかくなので屋台でなにか食べて行きたかったところではあったのですが何故か値段が表記されていないところが多々あって
		結局何も食わずです。豚汁とか鯛めしの屋台は気になっていたのですが……
	

	

	

	

	
		お参りを済ませた後は道後に移動しました。
		路面電車で行っても良かったのですが、実はそれほど遠くないので歩いて行きました。
		その途中に通りすがった名物 (?) の「道後ヘルスビル」も未だ健在で何より。でもなんか昔より看板が減ってるような……。
	
	
	

	
		長らく老朽化した建物のリニューアル工事をしていた道後温泉本館ですが 2024 年夏に工事を完了しています。
		新しい建物も一度くらいは入ってみたいと思うのですが地元でいつでも行けると思いつつ既に1年以上たっていますね……
	
	
	

	
		道後の温泉街にも神社はいくつかあり、特に有名なのは「伊佐爾波いさにわ神社」なのですが
		今回のお目当てはそこではなく、菓子を司る神様である「田道間守命たじまもりのみこと」を祀った「中嶋神社」です。
		今年もたくさん旅行してたくさん美味しいものを食べたいとお祈りしに行ってきました。
	

		そもそも製菓の神様なので食べる方は専門外であるという点は気にしないことにしましょう。
	

	

	
		中嶋神社は道後温泉のすぐ隣、少し高い丘の上にあり、そこからは道後温泉本館を見下ろすこともできる足湯があります。
		この複雑な構造の建物を遠くから見下ろす構図、UBISOFT のステルスアクションでよくあるやつですね……
	

	

	

	
		ちなみに中嶋神社は一応お社はあるものの無人で社務所は隣の湯神社が兼ねているようです。
		こちらは文字通り、温泉の神様の神社ですね。
		おみくじも売ってたので買ってみました。
	

	
		
		
	

	
		お正月セールなのか見事大吉で概ねいいことだけ書いてあるのですが、
		旅行について水難の相があるのは非常にいただけない！
		主にフェリーの旅をするというのに！！
	

	

	

	
		お参りを済ませたら道後温泉駅からまた路面電車に乗って帰ります。
		このおしゃれな建物、駅舎と思いきや実はスターバックスなんだぜ…？
	


	名門大洋フェリー (2026 年 03 月 20 日)

	

	
		久しぶりにフェリーに乗ってきました。
		今回乗ったフェリーは「名門大洋フェリー」、新門司と大阪南港を結ぶフェリーです。
		このフェリーの大きな特徴として、一日二便体制で運行していて早めに出発して早朝に到着する 1 便、やや遅い時間 (といっても 19 時過ぎなのですが) に出発して
		やや遅い時間に入港する 2 便を選択できるという点があります。
		トラックの場合は先方に朝イチで到着できる 1 便、観光の場合は極端な早起きが必要ない 2 便を利用するのがオススメです。
		ちなみに船は両便とも同一機種なのでスペックや設備は同じようです。
	

	
		今回は九州側から乗船するため、いつものシーパセオで広島へ、後は山陽道〜中国道を延々九州まで走りきりましたよ！
		途中、宮島サービスエリアに立ち寄って写真を撮ろうと思ったんですが、満車だったので駐められませんでした。さすが三連休。
	

	

	

	
		途中のサービスエリアで昼食がてら休憩です。
		最近流行りのキッチンカーが来ていて、山口県のブランド豚である「関門ポーク」なるものを使ったという角島バーガーをいただきました。
		角島というのは山口県北西部の島で、本土と島を結ぶ橋の景色が素晴らしいとの評判です。
		橋を徒歩で渡ると途中の鳩島で「柱状節理」という珍しい構造の岩が見えるのだとか。
		また行ってみたい場所が増えてしまいましたな。
	

	

	

	
		山陽道を走りきって中国道へ、九州までノンストップで走ります。
		途中、「宇部興産専用道路」改め「宇部伊佐専用道路」の下を通過したところで専用道を走るダブルストレーラーが走っているのを見かけました。
		これは実に縁起が良い (?)

		ドラレコの動画にもかろうじて写っていたのですが、解像度不足でなんか青っぽい四角にしか見えないですね…
	

	

	
		
		
	

	
		九州へ渡る関門橋の直前、壇ノ浦PAで休憩です。PAではなぜかキン肉マンとコラボした肉フェア？がやっていました。
		後から調べたところだとどうやら NEXCO 全体のコラボイベントのようで、複数ヶ所の PA、SA で同様のフェアをやっていたようです。
		キン肉マンの後ろに見えているのが関門橋。PA の建物の上が展望台になっていて、巨大な橋とその下を通る船、そして向こう側に見える門司の街を眺めることができますよ。
	

	
		
		
	

	
		海を渡る橋の超巨大構造物を間近で見ると背筋がぞわぞわしますね。
		橋脚の足元に止まっていた車の大きさと比較すると橋脚の巨大さがよく解ると思います。
	

	

	
		サービスエリア併設のホテルいいよね…
		前に東名の足柄 SA に併設されていたレストインに泊まったことがあるのですが、ホテルの設備自体は一般的なビジネスホテルと大差ないんですが
		高速道路内のホテルという非日常がテンション高まります。

		まあ今回は素通りなんですが。
	

	

	

	
		関門橋を渡って新門司港に到着です。到着したときにはちょうど 1 便が出港したところでした。
		1 便の出港時間はまだ明るいので、船上と地上から見送る人が互いに手を降る微笑ましい光景でした。
	

	

	
		この後に出港する 2 便は隣に停泊していたのですが、それぞれ乗り場が異なるのではなく 1 便出港後に
		同じ乗り場になるよう停泊位置を移動していたのがちょっと新鮮でした。
	

	

	
		名門大洋フェリーはネットで予約した場合、あらかじめ QR コードの乗船券をダウンロードしておけば
		ターミナルの窓口で乗船手続きをしなくても徒歩であれば直接乗船、車両であればそのまま駐車場で待機して乗船できます。
		便利でありがたいことではあるんですが、車検証のチェックとかせんでええんか？とは思いました。
	

		ところでフェリーターミナルの 3 階には軽食が食べられるレストランがあるのですが、営業しているのは平日のみ、
		完全にトラック運転手の方向けのようです。今日は金曜日なのですが、祝日なので臨時休業でした、残念。
	

	

	

	
		すっかり日もくれた頃にいよいよ乗船開始、忙しく出入りするトレーラーが落ち着いたら船に乗り込みます。
		九州〜大阪を結ぶ流通の大動脈だけあって、車両甲板も複数階層あってかなりの台数を収容できます。
		それにしてもこのトレーラー、どうやってここまでギチギチに位置合わせしたんだよって思うくらい詰められていますね。
	

	

	
		連休で満員のせいか乗用車もギリギリまで詰めます。私のエブリイも端ギリギリまで寄せて
		なおかつ旋回のスペースも節約するために斜めに停めてくれというアクロバティックな指定でした…
	

	

	

	
		今回は内側の一人用個室「ファーストS」です。内側なので窓はないんですが個別の照明とエアコン、テレビがついてます。
		使い捨てスリッパに浴衣、歯磨きセットのようなアメニティも用意されています。

		テレビは地上波は映らないのですが、例によって現在地を表示する地図を見ることができます。
	

	

	
		最近の個室のルームキーは乗船券の QR コードがそのまま鍵になるものも多いですが、この船は昔ながらの物理キーです。
		このキーホルダーの重さがたまらないぜ。
	

	

	

	
		最近の新造船によくある吹き抜け構造の豪華なロビーではありませんが、スッキリした感じのロビーに
		インフォメーション、売店、ゲームコーナーに自販機コーナーが面しています。
	

	
		
		
	

	
		ゲームコーナーは例によってスロットとクレーンゲーム、ついでにガチャガチャが数台ある感じでした。
		フェリーにしては珍しく? 稼働状態が良好で故障しているスロットもありませんでした。

		それにしても最近のクレーンゲームはモバイルバッテリーが景品になっているんですね……これ大丈夫なやつ? 安物の中華バッテリーだったりしない??
	

	

	
		自販機コーナーいいよね……。
		ソフトドリンクにアルコールはもちろん、カップ麺も風呂上がりのアイスも抜かりなしです。
		写真には写っていないのですが電子レンジもあるのでお弁当を持ち込んで温めて食べることもできます。
	

	

	
		船内レストランはバイキング形式でごきげんな夕食だ…

		トレイの左奥にあるのは席とり用のカードで、カードごとに違う国旗が書かれています。
		自分のカードの国旗を覚えておけば他人の席と間違えないというわけです。
	

	

	
		写真はありませんが、ごきげんな夕食の後はもちろんごきげんなお風呂です。
		お風呂に入ってさっぱりしてから飯を食いたい! という人も多いと思いますが、フェリーの場合はだいたいの船が
		レストランの営業終了のほうが早いので先に夕食にする方をおすすめします。
	

		フェリーの大浴場はだいたいシャンプー、コンディショナー、ボディソープが備え付けられているのですが、
		この船では「馬油」を使ったものが備え付けられていました。
		なんで馬?
	

	

	
		飯！風呂！を堪能したら後は寝る！なんですが、この路線の特徴として瀬戸内海にかかる三本の連絡橋
	

	
			来島海峡大橋

			瀬戸大橋

			明石海峡大橋

	

	
		の通過を見ることができます。
	

	
	
	
		(画像は名門大洋フェリー公式サイトより引用。2026年3月24日現在)

		…が! 2便の場合は来島海峡大橋 01:25 を初めとして結構な深夜時間、
		なおかつ季節柄寒いわ風は強いわで展望デッキに出るとなかなかの地獄なので見物するのは諦めました。
		07:10 通過の明石海峡大橋は行けるんじゃね? と思ったんですが、デッキのドアを開けた瞬間「うん、やめよう」と即決するくらいの強風でした……。
	

	

	
		そんなわけで夜ふかしせずにさっさと寝て明日に備えたきつねなのでした。
	


	大阪をプチ観光 (2026 年 03 月 21 日)

	

	
		フェリーでの旅を堪能して大阪到着は朝の 8 時 20 分、遅めに出発した 2 便なので、入港もすっかり日が昇った頃になります。
		おかげで頑張って早起きしなくていいので観光で乗るにはありがたいですよね。
	

		せっかく大阪まできて即帰るのはもったいないのでちょっと観光することにしました。
		とりあえず車を止めようとインテックス大阪近辺に移動したのですが、なんと大阪府庁舎の地下駐車場は閉鎖中、
		隣のタイムズは特別料金とやらで一日 3000 円という強気の価格に!
		去年来た時は庁舎の駐車場も普通に駐められたのになぁ。
	

	

	

	
		まず行ってみたかったのはここ、万博のために中央線が一駅延伸してできた夢洲ゆめしま駅です。
		というか一駅で 330 円って高くない??
	

	

	
		駅周辺は万博会場の解体工事が行われているため、ほとんどの場所が立ち入り禁止、駅周辺もほぼ全域フェンスで覆われていてどこにも行けません。
		実は1箇所フェンスが空いていて、そこから隣の舞洲まいしま方面に行けたらしいのですが、そこまで歩く気力はありませんでした……。
	

	

	
		フェンスの向こうに見えてるのはあの有名な木製巨大リングですかね？
	

	

	
		最近の地下鉄は顔認証の改札もあるんですね。都会はハイテクだ……
		ここだけではなく梅田やなんばにも設置されているところを見ると、主要駅には一通り設置済みな感じなんでしょうか。
	

	

	

	
		再度地下鉄に乗って今度は大阪港へ、今日はいい天気だったので天保山への登頂に挑戦することにしました。

		念の為に説明しておくと天保山というのはかつて大阪港開発の時に出た土砂を積み上げた人工の山で、
		地図上に登録されている中で日本一低い山とされていました。
		最近は 2011 年の震災でより低い山ができたり「低い山」の解釈を巡っていろいろな日本一が現れたりしていますが、とにかく低い山です。
	

	

	

	
		いざ天保山へのアタック開始です。本日はここをベースキャンプとする！
	

	
		
		
	

	
		ノーマルルートでの登頂おめでとう！
	

	

	
		ありがちなネタはともかくとして、天保山での主な遭難理由は「どれが天保山なのかわからない」だと言われる理由がわかりました。
		天保山の周りは花壇で囲まれていて、しかも隣により高い展望台があるので単に低いだけではなく、山の形状自体が見えないんですね。
		おまけに Google Maps で確認すると Mount Tenpo が複数あってそのいずれも違う場所をマークしているというね。
	

	

	
		天保山の隣には有名な水族館「海遊館」や大観覧車、そしてクルーズ船が停泊する客船ターミナルがありまして、
		客船ターミナルにはちょうど船が停泊していました。「Silver Moon」総トン数 40700 トン、定員 596 人です。
		15000 トンくらいのフェリーでも Dekeeeeee!! ってなるのにこの大きさですよ、中がどうなってるのか想像もつかないですね。
	

	

	
		
		
	

	
		そして大阪と言えば渡船、ここ天保山からも対岸の桜島へ渡る市営渡船が出ています。しかも無料だ!
		船は自転車も積み込み可能で、座席とかは特にないかんたんな壁で囲っただけの船なんですが
		外国人観光客と地元の人らしきチャリで乗り込んだ人が同乗して巨大な橋を見上げながら海を渡る光景いいよね……
	

	

	
		対岸の桜島はかつては工場ばかりだったのですが、現在はユニバーサル・スタジオ・ジャパンがあり、
		先の渡船も USJ への観光客の他、スタッフが通勤で利用していたりもするようです。
		桜島駅前にはバス? タクシー? 待ちの人が随分並んでいましたが、USJ 目当ての観光客ではなかったんでしょうか。謎だ。
	

	

	
		桜島駅と隣のユニバーサルシティ駅を結ぶ遊歩道「ユニバーサルシティウォーク」、スタジオ内のカキワリが裏から見えたりして、
		映画スタジオの舞台裏を覗くような雰囲気が好きです。
	

	

	
		ユニバーサルシティ駅から更に歩いて隣の安治川口あじかわぐちまで行くと貨物駅があって
		貨物列車の作業を眺めることが出来るんですが今回はそこまで歩くような体力はなく、
		ここから JR に乗って梅田に行ったり日本橋に行ったりしたんですが、
		特に心躍る感じなパーツもガジェットもなかったので昼過ぎには出発することにしました。
	

		普段大阪から愛媛に帰る時は安全第一で (?) 中国道から瀬戸大橋という回りくどいことこの上ないルートを取っているのですが、
		今回は初めてのルート、2 号淀川左岸線から 3 号神戸線に入って明石海峡大橋から淡路島へ渡るルートを取ることにしました。
	

	

	
		このルートが快適に走れるようなら今まで地味に面倒くさかった大阪南港から明石海峡大橋へのルートが使いやすくなるだろうな〜と企んでいたのですが、
		結論だけ言えば淀川左岸線の設計者は猛省せよと言いたい。
		昭和の時代に無理やり作ったルートならともかく、令和に開通した最新ルートがなんでこんなブラインドコーナーにアップダウンにと派手なレイアウトしているのかと。
		そしてプリウスミサイルとか言いたくはないが、1 車線のところを路肩から抜いてくキチガイ初めて見たわ。
	

	

	

	
		淡路サービスエリアいいよね……。
		展望台の一部の双眼鏡は無料開放されていて、対岸の神戸の街並みや大阪南港、関西空港なんかを見ることができました。
	

	

	
		夕日を背に妙にフォトジェニックなミスタードーナツ。
		反対側には妙にフォトジェニックなスターバックスもあります。
	

	

	
		ここで休憩したら給油して四国に向かって出発です。
		ちなみにこの日はアメリカのイラク攻撃の影響でレギュラー 199 円まで暴騰していたのですが、
		その直後、25 日には補助金支給開始の影響を受けて 175円 (松山市内) まで値下がりしていました。
		ちょうど最高値の時に給油せざるを得なくてなんだかなぁという感じですが、旅行中にそんな野暮な愚痴は禁物ですな!
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